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1主 題の設定

1基 本的 な考 え方

今 日、教育改革 の推 進 については様々な提言が な されてい る。第15期 中央教育審議会 の答

申及 び教 育課程審議会 の答申では、これ までの学校教育 を見直 し、新 しい時代 に向 けた学 校

教育 の在 り方が提言 された。 また東 京都教育委員会 において も平成9年12月 に 「都立学校 等

あ り方検討 委員会」 が設置 され、校 長の リーダー シ ップの確立 と 「開かれた学校の推進」 を

中心 とした学校改革 の指針 が示 された。

この ような答申や指 針 を踏 まえ、学校改革 を実現す るため には、 まず教員が それぞれの 能

力や技能 を最大 限に発揮 する とともに、一 人一人が学校運営に参画 してい るという意識 を強

くもって教育活動 に取 り組 む ことが必要 である。 また、学校は 、保護者や地域住民及 び生徒

等 か らの評価 を厳 し く受け止め、教 育課程 の改善 ・充実や学校運営 に生かす な どして、学 校

を広 く開 かれた もの としなければな らない。

そこで、平 成10年 度教 育経営部会 では、「教員 一人一人の意 識改 革 を通 して開 かれ た学校

づ くりを推進す る学校 運営 の在 り方」 を研究主題 として設定 した。

2研 究 内容

「教員の意識改革の推進」の重要性及 び開かれた学校 づ くりの方 向性 につ い て は、既 に平

成9年 度 の教 育経営部 会が 「『生 きる力』 をは ぐ くむ教育 を推 進 す るため の学校 運営 の在 り

方」 の中で提 言 を行ってい る。そ こで本年度 はこの研究 を引 き継 ぎ、教員の意識改革 を通 し

て、開かれた学校 づ くりを推進する学校 運営 の在 り方 を追究す る とともに、その具体 的 な方

策 について、以下の三 つの視点か ら提言 を行 うことを 目指 した。研 究の推 進 に当たっては、

で きる限 り実態調査 や検証授 業 を行 い、実践的 な研究 とす ることを 目指 した 。

なお、「学校運営連絡協議会」 に関 しては、平 成10年 度 「東京 の教育21」 研 究 開発 委員 会

の教育課 題部会において研 究開発 を行 ったので 、本部会の研 究対象 とは しなかった。

(1)教 員相互が開 き合 う学校づ くりを推進 する学校運営の工夫

開かれた学校づ くりを推 進す るためには、まず教員が互い に教育実践 を公 開 し合 い、常

に交流 がで きる よう学校運営 を工 夫する必要が ある。特 に高等学校 におい ては、教員 が そ

れぞれの専 門性 の枠 を越 えて積極 的 に授業 を公 開 し合 うこ とが大切であ る。 ここでは、 教

員 が授 業公開 を行 う際の阻害要因に着 目 し、学校 の実態 に応 じた 「授業公 開の充実 ・定着

の プロセス」 と校内研修の企画立案のための校 内組織 の運用例等 を示 した。

(2)中 学 校 と連携 し、地域の人々に開 かれ た学校 づ くりを推進 する学校運営 の工夫

地域 の人 々に開かれ た学校の推 進 については、従 来か ら学校行事の公 開、学校 開放 、 公

開講座等 によ り進め られ、保護者参観や中学生対象 の一 日体験 入学 、学校 説明会 に合 わせ

ての授 業公開等 も実施 されて きた。 ここでは、広報部 の設置 に よる組織的 な授業 公開の推

進策 と、 よ り能動的 な公開 を 目指す 「訪問授業」へ の展 開例 を示 した。

(3>生 徒 に開 かれた学校づ くりを推進す る学校 運営 の工夫

生徒 にとって開かれ た学校 とは学習活動や学校生 活が充実 した もの となる よう自分 の意

見が反映 された り適切 な情報提供が行われた りす る場 である。 しか し従 来、教員 は授 業 に

関す る生徒の多様 な要望 を正確 に把握 し十分に応 えて こなかった点が多 い。 ここでは 、授

業改善の一つ の方法 として生徒 による授業評価 とシラバスの改 善へ の方 策 を示 した。
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3「 開 かれた学校」づ くりを推進 するための学校運営 の構造 図
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4「 開 かれた学校」 づ くりを推進 する校 内運営組織

(1)「 開 かれた学校」 づ くりを推進 するための校内運営組織図

地
域
の
人
々

(保
護
者

・
都
民

圃
訪問授業

能動的な授業公開

外からの学校評価

公開講座 ・学校開放

学校運営連絡協議会

による学校評価

総合企画部

相

互

の

授

業

参

観

評

価

学 校

團
教

員

生徒による授業評価

生

徒

指導計画 ・方針の公開
レ

生徒による行事評価
(

行事計画 ・内容の公開
一

ll 研修部
教

員

生活指導部

情報管理部

保健厚生部

(2)各 部 の主 な働 き

研 修 部:各 部 ・各学年等 の課題 を調査 し、教員相互の授業公開 な どによる各種校 内研

修 の企 画 ・運営等 を行い、教員 の資 質 ・技能の向上 を推進す る。

広 報 部:中 学校へ の訪 問授業 、体験 入学 、学校説明会及 び授業公開等の企画 ・運 営 を

行い、都 立高校 の教育活動 及び学校情報のPR活 動 を推進す る。

総 合企画部:生 徒 ・保護者 か らの評価 ・要望 を把握す る とともに学校運営連絡協議会 等 を

通 して地域社会 との連携 を図 りなが ら、長期的 な視野 に立 って学校の将来 像 の

総 合的研 究 を推 進す る。

情報 管理 部:各 部署における情 報の整理 及び管理 を行 うこ とによ り校内組織の 円滑 な運営

を推 進する。

総 合 部:学 校規模 に応 じて、広報部 、総合企画部 、情報管理部 を一つの部 として ま と

め、各部 の役割 を推 進す る。
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ll教 員相互が開き合う学校づくりを推進する学校運営の工夫

1は じめに

「開かれた学校」づ くりを推進す る学校運営 には、 まず教員 同士 が互 い に 開 き合 う状 態 に

あ ることが必要 となる。すなわ ち、教員 が互いに授業 を公開 し合い 、課題解決 に向 けて率 直

に意見 を交換 し合 う場 を校内 において設 定するこ とが大切であ る。

そ こで本部会で は、「教員相互 の授業参観」 と 「校 内研修」 とに着 目し、これらを組織的 ・

計画的 に行 うことによって、高等学校 ではあ まり行 われてこなか った 「授 業参観や授業 公 開

を中心 と した校内研 修」の充実 ・定着 を図る方策 につ いて 、教員の意識改革 と開 かれた学校

づ くりの観 点か ら追究す ることと した。

研 究の推 進に当たっては、 まず授業 の公 開及 び観察 に関す る教員の意識 を調査 し、その結

果 を踏 まえて教員相互 の授 業参観 の充実 ・定着のための方策 について考察す るとと もに、授

業 の公 開や参観 を中心 に校 内研修 を活性化 させ るための校内組織 の運営 方法や研修導入 の プ

ロセスにつ いて例示 した。なお、授業公 開に関す る教員の意識調査の結果か ら、教員相 互 の

授業参観 と保護者 ・地域住民へ の授業公 開を同時 に行 うことも有意義であ ると考 え、保 護者

や地域 の人 々へ の授業公 開につ いて もこのプロセス に位置付 けてい る。

以上 の概要 は、下 図に示 す とお りであ る。

教員相互の授業参観 校内研修の活性化

↑
運営組織の整備

L-.。. 保護者 ・地域住民への授業公開 魎
2授 業 の公 開及び参観 に関する教 員の意識 について

(1)ア ンケー ト調査 の実施

自分 の授 業 を公開する ことや、他 の教員の授業 を参観す ることをどの ように感 じてい る

か、教育研 究員 の所属校 の教員(76名)に 対 して ア ンケー ト調査 を実施 した。

【調査項 目】

① 「授業公 開」 に どの ような意義 を見 い だ し

てい るのか、 またその理由
』② 自分

の授業 を公開す ることをどの ように感

じているのか(右 の対象別)

③ 自分の授業 を公開す ることに抵抗 を感 じる

理由

(1)自 校 の他 教 科 の教 員 に

(2)自 校 の 同 じ教 科 の教 員 に

(3)自 校 の管 理 職 に

(4)他 校 の教 員 に

(5)教 育 委 員 会 関係 者 に

(6)地 域 住 民 に

(7)生 徒 の 保 護 者 に

(8)中 学 生 や そ の保 護 者 に
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(2)調 査 結 果 と その 考 察

【グ ラ フ1】

8%

53%

39%

口1大 いに般立つ
圏2ど ちらかというと役立っ

■3ど ちらかというと般立たない

■4ま ったく彼立たない

授 業 を参 観 した り参 観 され た りす る こ とにつ い て 意

識 を 問 う項 目につ い て は、左 の 【グ ラ フ1】 に見 る よ

うに 、 「まっ た く役 立 た な い」 とす る 回 答 は なか っ た 。

「大 い に役 立 つ」 とい う回 答 が39%、 「どち らか と い う

と役 立 つ 」 が53%で あ り、肯 定 的 な 回答 は92%で あ っ

た 。

9割 以上 が 、授 業 の 参 観 をす る こ とや授 業 の 参 観 を

され る こ とに何 らか の 意 義 を見 い だ し、効 果 を期 待 し

て い る こ とが 分 か る。

で は 、教 員 は授 業 参 観 を した り され た りす る こ と に

どの よ うな意 義 や 効 果 を考 えて い る の で あ ろ うか 。

この こ とにつ い て は 、下 の 【グ ラ フ2】 を参 照 して

い ただ きたい。教員相互 の授業 参観が 「役 立つ」 と回答 した教員 に、その理 由につい て質

問 した ところ、最 も多かったのが 「授業改 善につなが る」 とい う回答 で82%で あった。 次

いで 「自校 の課題へ の共通理解 が もてる」 が56%、 「生徒理解が深 まる」が2496で あった 。

複数 回答 であるので重複 はあ るものの、授業 の参観や公 開の意義や効果 について も明確

に意識 しているこ とが分かる。 これ らの結 果か らは、多 くの教員が 自らの授業 や 自校 の課

題 につ いての共 通認識 、生徒 理解の深化等 について、一層 の改 善を望 んでいる状 況が うか

が える。

【グラフ2】

授業公屍舅が殺立 つ理∠カ

1生 徒理解が深まると思う

2自 校の課題への共通認識がもてる

3授 業改善につながる

4そ の他

82%

以 上 、 【グ ラ フ1】 【グ ラ フ2】 に示 した調 査 結 果 か らは 、多 くの 教 員 が 、授 業 を参 観

した り公 開 した りす る こ とに 関 して具 体 的 に意 義 や 効 果 を認 識 して い る こ とが 分 か る。

と こ ろが 現 状 で は 、授 業 の参 観 や公 開 は ほ とん どの都 立 高 等 学 校 に お い て 定 着 して い る

状 況 にあ る とは言 いが た い。 そ こで 、 「授 業 を公 開 す る こ と に抵 抗 を 感 じ る理 由 」 に つ い

て 質 問 したの が 、次 ペ ー ジの 【グ ラ フ3】 で あ る。

「授 業 を公 開 す る こ と に抵 抗 を感 じる理 由 」 と して最 も多 か っ た の が 、 「自分 を評 価 さ れ

る よ うで 気 が 進 ま な い」 とい う理 由 で 、60%で あ っ た。 さ らに その 理 由 を 聞 き取 っ た と こ

ろ 、授 業 を公 開 す る こ との 目的 や参 観 者 の 評 価 の 観 点 が 明 らか で ない た め に強 い抵 抗 感 が

生 じる とい う ものが 多 か っ た 。
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次 に 「他 の教 師の参考になる ような実践 は していない」 とい う理 由が48%で 、他教科 の

教員 は もちろん同一

教科であ って も、そ

れぞれの教員の専 門
1

性 や 特 色 を尊 重 した

い とす る もの で あ っ

た 。

次 い で 「生徒 の 学

習 態 度 に問題 が あ る」

が24%、 「準 備 に 時

間 が か か る」 が 、22

%で あ っ た 。

【グラフ3】

授 案 公鰐zご彦茄 を唇 じる理珀

他の教員の参考になるような実践は していない

2指 導計画に支障をきたす

3準 備に時間がかかる

4自 分を評価 されるようで気が進 まない

5生 徒の学習態度に問題がある

6授 業が失敗 したら恥ずか しい

7そ の他

60%

最後 に、授業公 開の対象者 別に、 自分の授業 を公開す ることの意識 を問 うた結果が 下 の

【グラフ4】 である。授業 を公 開す ることに意欲的 にな りうる対象 と して は 、 「生 徒 の保

護者」 と 「自校 の同 じ教科の教師」が最 も多 くともに73%、 「自校 の他教 科 の教 師」 が70

%で これ らに次 いで いる。 また、「中学生 やその保護者」 は67%、 「地域住民」 も61%で と

もに6割 を越 えている。いず れ も 「機会があれば取 り組 みたい」 とい う回答 が50%前 後 で

あ るか ら、まず 、こ うした対象 についての授 業公開の機会 を設 けるこ とが重要 であ る。

【グラフ4】一
自校の同じ教科の教員に

生徒の保護者に

自校の他教科の教員に

中学生やその保護者に

地域住民に

他校の教員に

自校の管理職に

教育委員会関係者に

020

[至 璽___

40 6080100

口嘔 的・醜 屍 礪 繭 舜 轟 剛 勤 …fi・el・・縦 毒・胡 ・癖 鵬 ・!]

以上 の調査結 果か ら、授業公 開を中心 に校内研 修 を活性 化するためには、次 の ような課

題 を解決す る必要 がある と考える。

(1)校 内研修 を企画運営 する校内組織 を作 ること

(2)授 業の公開及 び校 内研修の 目的 を明確にす るこ と

(3)研 究授業等 を行 う際 には、参観 や評価 の観点 を授業者 が示 せるよ うにするこ と

(4)授 業の参観 や公開の ための準備 は、必要最小限 とするこ と

(5)学 校の実態 に応 じ、授業公開 を計 画的に充 実 ・定着 させること
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3授 業公 開 を中心 と した校 内研修 の活性化 に向 けて

学校 の教育 活動の中核 をなすのは、言 うまで もな く授業 であ り、生徒 の 自己実現 と学校 生

活 の充実 に とって、授業 の改 善は不可 欠である。

授業公 開 を中心 と した校 内研 修の活性 化 を図るためには、前述 の課題 を一つ一つ解決 す る

必要 がある。そ こで ここでは、各課題 ごとに解決の方途 を例示 し、本章の まとめ とす る。

(1)校 内研修 を企画運営す る校内組織 を作 ること

「授業公 開を中心 とした校 内研修」の充実 ・定着 を図 るため に は、次 の 図の よ うに研 修

部 が企 画立 案 を行い、校 内研 修 を組織 的に運営す るこ とが必要 である。なお、研 修部 の設

校内研修の実施例 鑑懇猿箸研究騰

校 長

企画調整会議 校内研修会の実施を確認

↑
研修部 主任
修の企画立

灘l/,
④

‡
〔ホームルーム運営の改善等 〕西

脇 粥 鵬 鷲改善等】

＼/＼
⑳
〔教育課程の改善 ・充実等 〕

〔 〕内は

各部が提案する

研修テーマ

一(轡
学校行事の活性化

部活動の活性化

委員会活動の活性化等

置が学校規模等 の事情 に よ り困難な場合 には、総合部 の設置 や既設 の部等 に研修 部の機 能

を所掌 させ る ことが考え られる。

研修部 は、各部、各学 年等 の課題 を調 査 し、校 内研修 の年 間計画 を立案す る。研 修部 主

任 は校長 の指 導の下 、必 要に応 じて企画 調整会議 に各 回の校 内研修 の 目的 と内容 を提 示 し

調整 を図る。運営 については、課題 に応 じて各部 、各学年等 と連携 して行 う。

企画立案 に当たっては、開かれた学校 づ くりの観点 か ら、授業公 開を中心 と した研修 を

で きる限 り取 り入れる。その際、各学年 や各教科等 を分科会 として、一定期 間内 に各 分科

会 において授 業公開 を中心 とした研 修を実施 し、後 日、全教職員 による全体会 を実施 す る

こ とな どが考え られる。

また、授業 公開に当たっての留 意点や、学習指導案 、資料 を提示す る場合 の形 式 と提 示

の仕方等 について も、研修 部が指示す る ことで授業公 開の円滑 な実施 と授業者 の負担 の軽

減 を図る必要 がある。
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(2)授 業 の公 開及 び校 内研修 の目的 を明確にす ること

意識調査 か ら、授業公 開の阻害要因 と して 「授業 を公 開す ることの 目的や参観者 の評価

の観点が明 らかでないため強い意抵抗 感が生 じる」 とい うものが見 られ た。一方 で多数 の

教員が 「授業 を公 開す ることの意義」 と して期待 している もの は、大別す る と次 の3点 で

あ った。

① 授業改善 につ なが る ② 自校 の課題 の共通理解が もて る

③ 生徒理解が深 まる

授業公開の充実 ・定着 をはか るために も、授業公 開に際 して は、 これ ら3点 の いずれか、

またはい くつ かの事項 を 「目的」として明確 に示すな どの工夫が必要 である。

(3)参 観 や授業評価の観点 を授業者が容易に示 せるよ うにすること

研究授業等 にお ける参観や授業評価 の観点は、従来 は学習指導案 中に示 され て きたが、

この場合 、授業者 の意 図が参観者 に明確 に伝 わ りに くい とい う課題があ った。 そ こで こ こ

では、本報告書 のp.17の 「生徒 による授業評価」 を参観者用 に用い ることを例示す る。

① 指導 内容 につ いて ⇒ ユニ ッ トADXYを 組み合 わせて評価の観点 を作成

② 生徒 の意欲 について⇒ ユニ ッ トDFIJを 組み合わせて評価の観点 を作成

(4)授 業公開の ための準備 を必要最小 限 とするこ と

研修授業等 において は参観者用の教材 や学習指導案の準備 に時間がかか るこ とがあ り、

この こ とが授業公開の阻害要因 となるこ とがある。 そこで校内研修 におい ては、公 開期 間

を1週 間程度設定す ることによって 「ふだんの授業」 を公開 し合 うよう設定す る ことや、

学習指導案 を提示す る場合は 「略案」(本 報告書p.13参 照)と す るよ う取 り決め を行 う こ

となどが考 えられ る。

(5)学 校の実態 に応 じて授業公開 を計画 的に充実 ・定着 させ ること

授 業公開 について は、従来か らの取組 み状況が各学校 ごとに異 ってい る。そ こで実 施 に

当た っては、 これ までの取 り組 み状況等 を勘案 し、着実 に充実 ・定着が図 られ る よう次 の

ような段 階的 なプロセス による年間計 画を立案 して実施す ることが考 えられ る。

授業公開を中心 とした校内研修推進のプロセス

(
倒
)
(
倒

Ψ

◎

公鰐鳳鰹 研究授業による授業の公開

磁寮欝習期聞

ii

一 学覆屍鰐会

麓鋸撰薫

地域懇談会 て麓窟授薦

学校運営連絡麟 会 一一 ■1■ 匿 』 一

御
主
任

全教員 による組織的 ・継続的な授業の公 開

・生徒理解 ・授業改善

・校 内における課題の共通認識

馬
並

撰鍵公鰐遭爾

などの麗置

企

画

調

整

会

議

研

修

部

の

設

置
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〔授業 公開の充実 ・定着の ための段 階的導入プロセスの例 〕

学校 の状 況 実施の機会等[担 当分掌等] 実施の意義 ・効果 助 音 占
田 曲、 川 ・

授業公開や教員相互 ・教育実習期間に授業を公開 ・教育実習生の指導に資

の授業参観は従来あま し、教 育実 習生 のほか、教 す る。

プ り行われてこなかった。 員が相互に参観 し合う。 ・他の教員の授業公開の

口 [教務部 ・各教科] 糸 口となる。

・教育研究員や各教科等の研 ・他の教員の授業改善の

セ 究団体の研究授業を他の教 契機 となる。

ス 員が参観する。

[教務部 ・各教科]

*公 開講座や体験入学 におけ

1 る模擬授業を他の教員が参

観す る。

[広報部(教 務部)]

授業公開や教員相互 *保 護者会や地域懇談会等の ・教員の多面的な生徒理 ・学習指導案を提示す

の授業参観が部分的に 機会に行う保護者対象の授 解が深 まる。 る場合 は略案(p.13)

実 施 されていた。 業公開の際に、教員相互の ・保護者の多面的な生徒 とする。

プ 授業参観を行う。 理解が深まる。 ・必要に応 じて生徒に

[広報部(総 合部)・ 学年] ・保護者と教員との共通 よる授業評価(pユ7)
口 理解が深まる。 を取 り入れ る。

セ
*地 域の中学生や保護者、中 ・中高の連携 に資す る。 ・学習指導案は略案と

ス 学校教員を対象とした公開 ・地域の 中学生や住民 、 す る 。

授業の際に、教員相互の授 中学校教員に学校の教 ・生徒による授業評価

業参観を行う。 育活動を紹介する。 の実施 。

[広報部(総 務部)・研修部]
2 *中 学校を訪問 しての模擬授

業の際に、教員相互の授業

参観を行 う。

[広報部(総 合部)・研修部]

ある程度、組織的に *教 科において研究授業等を ・教科全体の共通理解と ・学習指導案の提示

授業公開や教員相互の 行い、他教科の教員 も参観 授業改善を図る。 ・生徒による授業評価

授業参観が行われてい す る。[各 教科 ・研修部] ・授業改善の視点を広げ の実施 。

る 。 ・生徒理解の深化や当面する
る 。

・教員相互の授業評価

プ 課題の解決のために、学級 ・教員の多面的な生徒理 の実施 。(生 徒 に よ

や学年ごとの授業公開を実 解が深 まる。 る授業評価の項目を
口

施 し、研究協議 を行 う。 自校の教育課題に対す 用 いる)

セ
[研修部] る共通理解が深まる。

ス
授業公開担当の組織 *授 業公開日や授業公開週間 ・授業改善の気運が高ま ・ 同 上

も確立 し、組織 的 ・計 を設定 して全教員が授業を る 。
・一般参観者 への シラ

画的に授業公開が、行 公開する。[研 修部] ・教員の意識改革が進む バ スの提示 。

われ、校内研修 も盛ん *校 内砥修 のテーマに沿って 自校の教育課題に対す ・授業参観をした保護

3 に行 われている。 各教科等で授業公開や研究 る共通理解が深まり、 者や地域の人々によ

授業を実施 し、これを基に 研修が実践的なものと る授業評価の実施。

研究協議を行 う。 な る 。 (生徒による授業評

[研修部] 価の項 目を選択 して

使用)

【注1*印 は、地域住民等に授業を公開。
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皿 中学校 と連携 し、地域の人々に開かれた学校づ くりを推進する学校運営の工夫

1は じめに

現在 、地域 の人 々に開かれた学校づ くりを推 進する取組 み として、公 開講座や施 設開放 、

中学生 とその保護者対象 の体験 入学等がすで に多 くの都立高校 で行 われている。 また、授 業

公 開週 間等 を設 け、 日常 の授業 を広 く一般都民 に公開 しよ うとす る学校 も増 えて きた。

しか し、現状で は都立高校 は地域の人々に対 して、まだ まだ開かれ てい ない とい う印象 が

強い。ふ だん都立高校 に接す る機会の少ない都民 に も、地域の学校の実情 に触れ 、学校 の教

育活動の内容 を知 りたいと望んでい る人々は多い。こ うした人 々に も学校 を開かれ た もの に

してい くにはどう した らよいか を検 討する必要 がある。 また、地域の人 々に開かれ た学 校づ

くりを考 えるとき、よ り地域 社会 と密着 した学校 であ り、 しか も常 に都立高校 に注 目を して

い る中学校 との連携の強化が必要 となる。

そ こで本章では 、平成9年 度の当部会 の提言 にある 「広報部の設 置」(平 成9年 度報 告書

p.9)と 「中学校へ の訪 問授業(出 張授業)」(同p.22)と に焦点 を当て 、中学校 と連携 しつ

つ、地域の人 々に開かれた学校づ くりを推進す る学校運営の工夫 について考察す る。

なお 、「学校運営 連絡協議会」 の組織及び運営に関 しては 「東京 の教 育21」 研 究 開発 委員

会(教 育課題部会)に おいて研 究開発 を行 ったので、同委員会指導 資料集 を参照 されたい。

学 校 運 営 連 絡

1協 議 会1

一

一
地域 の 人 々に

開か れた学 校

一 公 開 講 座ト 1教 員の意識改剣

ll授 業 公 開 ト
より能動的な公開

学 校 開 放 ト
)

一一
中 学 校 訪 問

・体 験 入 学

広報活動の強化充実

訪問授業等への展開学校行事の公開 ト

2広 報部 の設置 に よる授 業公 開の推進 ・充実

「開かれ た学校」 とは、学校での教育活動 その もの を開かれた形 にす るこ とであ り、 その

中心 となるのは授業 の公開である。授業公開の方法 とそのプロセスにつ いては、前 ペー ジの

表 中にす でに示 したが、現在 、各学校で行われている授業公 開の形態 は、概 ね以下 の よ うな

ものである と考 え られる。

ア

イ

ウ

工

オ

授 業公開 日や授業公 開週 間等 を設けて行 うもの

中学生 とその保護者 に学校説明会当 日に行 うもの

体験 入学 の際 に模擬授業 として行 うもの

保護者会 、地域懇親会等 の開催 と併せて行 うもの

研究発表会 や研究授業等 を一般 に公開 して行 うもの

広報 部(又 は広報部機 能

をもつ校務分掌)の 設置

⇒ ・目的、内容、役割分 担

等 の教員への周知

・広報 活動 の強化充実

ところが 、こ うした授業公 開においては、個 々の教員が まだ受動的 な立場 にあ る場合 が少

な くない。そ こで、授業公開の推進 に当た っては、教員が よ り能動的 に参画で きる ように企

画運営 を工夫す る とともに、組織 と しての広報活動の 強化充実 を図 る必要があ る。具体 的 に

は、広報部(又 は広報部機能 を もつ校務 分掌)を 設置 し、授業公開の 目的 と内容 、教員 の役

割分担の周知や 、地域の人々への広報活 動等 を行 うこ とな どが考 えられ る。

一10一



また、以下 に示 したように、高等学校の教員が中学 校に出向いて模擬授業 を行 う 「訪 問授

業」 を実施 し、 よ り能動的 な授業公開の場 を設定する ことに よって教員 の意識改 革 を促 す こ

とも効果的であ る。

3能 動的な授業公開 を目指 す 「訪問授業」への展開

(1)中 学校への 「訪問授業」の概要

中学校 への 「訪問授業」 は、平成9年 度の当部会 が中学校 への 「出張授 業」 と して提 言

した もの を、本年度 、東村 山市教員委員会及 び東村山市立東村山第五中学校の協力 を得 て

検 証授 業 を行 った ものであ る。以下 、そ の実施 に基づいて述べ る。

本年度実施 した 「訪問授業」 の概要

1目 的

(1)都 立高校 の授業 の一端 を中学校 の生徒 、保護者、教師 に体験 ・参観 して もらうこ と

を通 して 、都立高校 の教育 内容 を積極 的に紹介す る。

(2)中 学校の進路指導 の充実 に資す る情報 を提供 し、中学校 との連携 の強化 を図る。

2日 時

平成10年10月23日(金)13:20～15:20(第5校 時、第6校 時)

3対 象

第2学 年生徒132名(4学 級)

4授 業者

都立高等学校教諭(本 部会教育研究員)5名

5内 容

高等学校 にお ける学習 内容 につ いて、模擬授業 を通 して分か りやす く紹介す る。

(本事例で は、国語 、地理 ・歴 史、数学 、商業 、工業の5教 科 を実施)

6方 法

生徒 は、事前 に配布 したシラバ ス(p.12参 照)を 参 考に して、興 味 ・関心 のあ る教 科

を二つ選択 し、第5校 時 と第6校 時 に1教 科ずつ模擬授業 を体験す る。

期待 される成果

「訪問授業」 にお いては、上記 の 目的以外 に次の ような成果 を期待 した。

(1)従 来の体験授業 と異 な り、高校側か ら中学校 に出向いて模擬i授業 を行 うことで 、教育

活動 を積極的 に公開 し、開 かれた学校づ くりを推進 してい く姿勢 を、学校内外 に広 く示

す ことがで きる。

(2)都 立高校の教育活動 を紹介 し、開かれ た学校づ くりに参画す る活動 を通 して、個 々 の

教師の意識改革 を促す こ とがで きる。

(2)「 訪問授 業」実施 までの準備過程

訪問授 業の実施 には中学校 との連携が最 も重要であ る。実施 に当た って は、数校(学 区

単位 など)が 合 同で行 う場合 と1校 が単独で実施す る場合 とが考 えられ るが、いず れの場

合 もで きる限 り早めの準備 を心が けたい 。

なお、 中学校で は 「訪問授業」 を進路指導の一環 と して位置付 け るため、対象学年 につ

いて は志望先が具体化 して くる第3学 年や 中学校 での指導が初期段 階 にあ る第1学 年 よ り

も、第2学 年が適 当であ る。
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次 に、各校 が 「訪問授業」 を実施す るまでのモデル プランを示 す。

時 期 高 等 学 校 側 の 準 備 中学 校 側 の準 備

実施の

前 年 度

又は

年度当初

・校 長か ら中学校へ の打診

実践例(本 事例等)の 提示

・実施内容 及び時期 の提案

.教育課程への位置付け/r

)・ 実施 についての検討

・区市町村教育委員会へ相談

・実施の決定

・教育課程への位置付 け

実施 の

2か 月前

・実施科 目と授業者 の選定

・生徒 向けシラバ スの提案 と

諜懲び腿 痴/r
・実施案 の修正

)・ 内容の検 討及び

改善案の提 示

・生徒への予告

・保 護者等への案内

実施 の

1か 月前

・必要 に応 じて授業評価票や

参加者向 けのア ンケー ト等 を作 成
・校 内外への案 内 【中高打 合せ 】(

・授 業 クラスの編成

↓

・高等学校 の担 当者へ連絡

実施の

1週 間前

'参観者用略案と受付鷺 驚

せ】/

・授 業施設等 の確 認

・生徒 への確 認

実施当 日 ・参観者用案内の掲示

・生徒の 出欠確認 と報告

・生 徒 へ の指 示

)・ 生 徒 の学 習 状 況 の確 認

今 回の訪問授業で 中学生 に事前 に示 した 「シラバ ス(授 業概要)」 及び 「選択希 望調査票」

は次の とお りであ る。

教 科 単 元 名 内 容
選択希望○

5限 6限

国 語 古 典文学の

楽 しみ

高等学校 では 「古典」の分野 も詳 しく学習 します。

今 回は古典文学 の楽 しい世界の一部 を紹 介 します。

地理

・歴 史

コシ ョウの

世 界 史

あ れ!?500年 前 の世 界 地 図 に はア メ リカ が な い 。

ラー メ ンに か け る コ シ ョウが 地 図 を変 え た と した ら。

数 学 放物線の

不思議

投 げたボールは どう飛ぶか。 ボールが飛 んだ道筋 の

不 思議な性 質をさ ぐる楽 しい数学。難 しい計算 な し。

工 業 乾電 池で見

る 「工業」

乾電池で手 はあたたまるか。乾電池 を使った実 験 を

通 して、身近な 「工業」の世界 にふれてみ よう。

商 業 「商業」 と

い う世 界

何 を、 いつ 、 ど れ だ け、 どの よ うに して 売 り買 い す

る か 。 ゲ ー ム形 式 で の ぞ く 「商 業」 の世 界 。
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「シラバ ス」 の提示後 、中学校 に提示 した学習指導案(略 案)の 一つ は以下の とお りである 。

毛
1

り
4

(A4判1枚)数 学科 「訪問授業」学習指導案(略 案)

単元名 放物線の不思議

対象学級 第2学 年1組 ～4組

授業者 ◇◇◇(▽ ▽高等学校 教諭)

単元(本 時)の 目標

① 体験学習 を通 して都立高等学校の普通科 におけ る学習の一端 を知 る。

② 放物線 とい う身近 な曲線 の性 質を調べ ることによ り、数学的な考 え方のお もしろ さ

を知 り、高等学校 にお ける数学 の学習 に興味 ・関心 を もつ。

3本 時の指導(1/1)

主 な 学 習 活 動

1本 時 の 目標 を知 る 。

2放 物線 の描 き方 を考える。

3折 り紙 を使 って放物 線 を描 く。

4放 物 線 の 性 質 を調 べ る。

(マ ス 目 を数 えてx座 標 とy切 片

の値 を表 に記 入 す る。)

5規 則 を発 見 す る。

6結 果の まとめ

指 導 上 の 留 意 点

・授 業 の あ らま しを説 明 す る。

・ス ポ ンジ ボ ー ル な どを使 い 、物 の飛 ぶ 法 則

や 曲線 の形 につ い て興 味 を もたせ る 。

・身 近 に あ る放 物 線 を紹 介 し、 そ れ を どの よ

うに描 くか を考 え させ る 。

・放 物 線 の描 き方 を紹 介 した う えで 、 実 際 に

曲線 を折 り紙 で作 らせ 、 関 心 を深 め る。

また 、 なぜ 描 け る の か とい う興 味 を も た せ

た う えで 説 明 を加 える 。

・配 布 プ リ ン トに よ り、 曲線 上 の2点 のx座

標 と2点 を結 ぶ 直線 のy切 片 の 値 との 関 係

を表 に して調 べ させ る 。

・表 に した 関 係 か ら一 つ の 規 則 を発 見 させ 、

解 説 を加 える 。

・本 時 にお い て 用 い た 数学 的 な考 え方 に つ い

て ま とめ 、 そ の 有 用性 を示 す 。

・本 時 が 都 立 高 校 の 普 通科 に お け る授 業 の 一

コマ で あ った こ と を伝 え、 課 程 や 学 科 の 特

色 、 学 年 別 の 学 習 状 況 を簡 単 に紹 介 す る 。

訪

問

授

業

の

様

子
㎡

、
腸ー

㌔
.ミ

配

》

爵

添

轡

ー

、、
職

、,
毒
糞
翼
鯖

鵠
夢灘鷺

訟

ド

論聾
魁
ゲ

昏

O臨

睡驚
ー

触群

欝
購

魏
演

蝉
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(3)「 訪 問授 業」 の まとめ と考 察

「訪 問授業」 が 中学生や参観者 にどの ように受 け止め られ、 また授 業者 の 教員 の意 識が 実

施後 どの よ うに変化 したか、実施 日に行 ったアンケー ト調査 の結果等 を基 に考察す る。

〈中学生へのア ンケ ー ト〉(延 べ259名 回収率98%)

0102030405060708090100

授 業 に参加 して

どうで したか

よかった(92%)i

よ くな か っ た(1%)

iど ちらともいえない(7%)

よか った理由 は

何ですか

おもし施 たから(56%目1し 、1

た め にな っ た か ら(31%)

よ くなか った 理 由

は 、 何 で す か

分か りやす かったか ら(13%)

・話 が 多 くて お も しろ くな か っ た か ら3名

・機械 の 使 い 方 が分 か らな か っ た か ら1名

〈 参 観 者(都 民 、保 護 者 、中 学 校 の 教 員)へ の ア ンケ ー ト〉 (25名 回収 率56%)

0 5 10 15 20

授業 内容 は

どうで したか

興味深い(18名)

少 し興味が もて る(6名)

や や難 しい(1名)

難 しい(0名)

25

訪問授業 は中学生

の進路選択 に役立

つ と思 い ます か

はい(24名)1

」 いいえ(1名)

専 門 学 科 を 知 る

機会 としては どう

で したか

役 立つ(17名)

少 し役立 つ (7名)

あ ま り役 立 た な い(1名)

全 く役 に立 た ない(0名)

都 立高校 を知 って

もらお うとす る

意欲は伺 えますか

はい(24名>1

」 いい え(1名)

この ような企画 を

続けるべ きだ と思

い ますか

はい(24名)1

」 いい え(1名)
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ア 中学生へ の アンケー トか ら

調査結 果か らは、中学生が各教科の内容 に興味 をもって取 り組 んでいたことが うかがえる。

自由記述 の項 目に も、「もう少 し長 くや りたかった」 「ほかの教 科 もや りたい」 「もっ と回

数 を増 や して ほ しい」 などの記述があ り、 また、授 業 後 に質問 に くる生徒 も見 られた 。

「分か らない」 とい う回答は コンピュー タの操作 に関す る1件 で 、授業 の内容 は概 ね 中学

生 に理解で きる ものであ った と考 え られ る。 これ らの ことは、例 えば数学で方程式 や複雑

な分数計算 を用 いないよ う指導計画 を立 てるなどの工夫が成果 を上げた もの と思 われる。

「お もしろ くなかった」 とい う回答は、実技 を ともな う授 業 と講義 形式 の授 業 と を選 択

した生徒の もので 、 どの教科 に も体験的 な活動 を取 り入れ る必要があることを示 している。

イ 参観者への ア ンケー トか ら

本実践事例 においては、「訪問授業」の意義については大 半の理 解 が得 られ 、授 業 の内

容や開かれ た学校 に対す る意欲 もほぼ評価 された もの と思 われる。専 門学科 を知 る機 会 と

して 「少 し役立 つ」が7名 あった ことは、「訪問授業 」では施 設 ・設 備 の見 学 がで きない

こ とに関係 している と考 え られる。専 門学科 にお いて 「訪問授業」 を実施す る際 に は、別

途 、施設見学等 の機会 を設 定する ことが 必要 である。

また、各項 目の否定 的回答 には、中高 連携 では生徒 の問題意識や入学選抜制度 の在 り方

につ いて まず取 り上 げるべ きである旨の意見 が付 してあった。「訪 問授業 」 にお いて は 、

模擬授業 のみではな く、様 々な教育課題 について中学校 と高等学校 の教員 が研 究協 議 を行

う場 を併せ て設定する ことが考 えられる。

ウ 授業者 の感 想か ら

授業者 に行 った 自由記 述に よるア ンケー トには、「学校のPRで は な く、 授 業 を通 して

高校へ の関心 を高め、有益な情報 を提供 した とい う実 感があった」 「開か れ た学校 づ くり

は 日常 の取 り組みの延長であ り、特 別な ものではないこ とが分 か った」 「中学 校 の状 況 に

直接触 れ、中高連携 の必要性 を強 く自覚 した」 「高校の学習 内容 を 中学 生 に分 か りや す く

紹介 する工 夫の 中に日常の授業 に還元で きるものが多 くあった」等 の記述 が見 られ た。

授業者 は教育研 究員であ り、開かれた学校づ くりについての課題 意識 はそれぞれ十 分 に

もっているつ も りであ った。 しか し、実際 に準備や当 日の模擬授業 に携 わ る中で、 日頃 の

取 り組 み について反省 させ られ た り、 自分が教員 と して都立 高校 の教 育活動 につい て広 く

伝 える使命 をもつ ことを改めて実感 した りす る場面 が数多 くあった。

都 立高校 の教員が こちらか ら出向いて行 う 「訪問授 業」 では、学校 説明会や体験入 学等

と比べて、教員 自身が能動的 にはた らきか けなければな らない ことが多い ため 、教員 の意

識改革への効果 も大 きい もの と考 える。

(4)「 訪 問授業」 の今後 の課題

区市町村教育委員会等 にはたら きか けて地域の各 中学校で 「訪問授 業」 を定期的 に実 施 す

る など、普及 と定着の方法 を工夫す る必要があ る。

また、広範囲の学 区を もつ都立高校 として は、この方式 を公開講座に取 り入れ、地域の人々

の出か けやすい場所や福祉施設等 に赴 いて公 開講座 を開講す る 「訪問講座」等へ の展 開 も検

討 す る必要が ある。
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IV生 徒に開かれた学校づくりを推進する学校運営の工夫

1は じめ に

今 日、生徒 に開かれ た学校づ くりを推 進するための様 々な工夫が学校 に求め られ ている。

本部会で は、そ うした工夫の 中で 「生徒 による授業評価」 と 「シラバスの作成 と公 開」 とに

着 目して研究 を進め た。

「生徒 に よる授 業評価 」は、生徒 の学校生活の充実 と直接 かか わる もので あ り、 また教員

の意識改革 とも密接 にかかわっている。 ここでの授業評価 は、よ りよい授業 を創造 してい く

ための情報 を収集 ・整 理 ・分析 し、それ を授 業改善に役立 てるまでの過程全体 を意 図 して い

る。具体 的には、生徒 が教員 の指導 を どの ように受け止 め考 えてい るかの理解で あ り、そ の

理解 を基 に した教員 自身の反省 と改善であ る。

また、「シラバスの作成 と公開」 は、上記 の授業改善の過程 の中 に位置付 け られ る もの で

あ り、現在 、学校 に求 め られている情報公開 と説明責任 の遂行 を具体的 に推進す るため に も

不可 欠な ものである。

生徒 による

授業評価

一 教員の 自己評価

と授業改善
生徒 に開か れた学校 一 教師の意識改革

)

)

一

)

一シラバ スの

作成 と公開

一

説明責任 の 自覚

2「 生徒 による授業評価」の作成 と実施

「生徒 による授業評価」 は、すでに平成7年 度 「東京都公立高等 学校 学 校評 価基 準 」 に

おいて各都立 高等学校 に示 されているが、組織 的計画的にはあ まり実施 されて こなかった。

そこで本部会 においては、 より活用 しやすい 「生徒 に よる授業評価票」の作成 を目指 した。

作成 に当たっては、上述 の 「学校評価基準」 及 び東 京都 立教 育研 究所 「授 業研 究 の 方法 」

(昭和57,58年 度)を 参考 に してア ンケー ト調査 を実 施 し、 教員 の授 業 に関す る課 題 を収 集

して、KJ法 に よ り分析 ・類型化 して評価 項 目を検討 した。 また、実施の方法 につ いて は他

府 県や私立学校等 での先行事例 を参考 と した。 さらに、教員研究員所属校12校 において実 際

に評価 を行 い、実施教員 や生徒の意見 を踏 まえて改 良を重 ねた。

新 しい 「生徒 に よる授業評価票」の特色は、次の とお りである。

①5分 で作 成、5～!0分 で実施可能

② 目的に合 わせ て、の りとはさみで 「ユニ ッ ト」 を貼 り合 わせ て作成

③ 集 計は○ を付 けるだけ

④ 保護者 や教員 に よる授業評価 に も利用可能

⑤ 「ユニ ッ ト選択 の手引 き」 で利用 目的別の質問が簡単 に決 まる。

⑥ 平易 な質問項 目で生徒への負担が少ない(中 学校 で も利用可 能)。

⑦ 「普通」の ない四者択一式 で生徒 の積極的 な意見 を反映で きる。

以 下 に 「ユ ニ ッ ト選択 の 手 引 き」 「調 査 票」 「集 計 用 紙」 を複 写 して活 用 で きる よう掲 載 した。
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(1)「 生徒 による授業評価」 の実施 の手順

① 「選択 の手引 き」で

「ユ ニ ッ ト群」 を選ぶ

ワ

② 調 査用 紙(「 授 業 ア

ンケー ト」)の 作成

↓
③ 集計用紙の作成

寺

④ 調査の実施

寺

⑤ 調査の集計 、分析

寺

⑥ 生徒への還元

【そ の 他 】

① 「ユ ニ ッ ト」 とは 分野 ご とに 分 け た 質 問 項 目で す 。

下 の 「ユ ニ ッ ト選 択 の 手 引 き」 にそ っ て 、 「ユ ニ ッ ト群 」

を 選 ん で くだ さい。

また 、 自分 で任 意 のユ ニ ッ トを選 ぶ こ とや 、 「ユ ニ ッ ト

Y」 で独 自の 質 問項 目を作 成 す る こ と もで き ます 。

②p.18～19の 「授 業 ア ンケ ー ト」 を複 写 します 。

選 ん だ ユ ニ ッ トの 質 問 と回答 の部 分(太 線 囲 い)を 切 り

取 り、 調査 用 紙(「 授 業 ア ンケ ー ト」)を 作 成 します 。

(こ の と き実技 科 目で は 、 ※ 印 の あ る項 目は 除 き ます 。)

③p.20の 集計用紙 をA3判 に拡大複写 し、作 成 した調査 用

紙 の質問の部分 を切 り取 って中央に貼 ります。

④ 調査用紙の上部 にあ る、ア ンケー トの 目的や記入 の方法

等 を簡単 に説明 してか ら始めて くだ さい。

⑤ 目盛 りに そ っ て 、 ア は○ ○ 、 イ は○ を右 側 につ け 、

ウ は○ 、エ は○ ○ を左 側 につ け ます 。

⑥ 指導 内容 ・方法 の改善 、指導計画や シラバ ス(p.22)へ

の反映な どが考 え られます。 また、集計用紙 を縮小複 写 し

て生徒 に提示 した実践例 もあ ります。

・無記 名の調査 です が、「生徒の状況」等の調査では記名 も考 えられ ます。
・この調査 では、 どの実施例 で も回答 に否定 的評価が あったこ とが報告 されてい ます。

ユ ニ ッ ト選 択 の 手 引 き

生徒への

接 し方はどうか
AFGIX

熱意が

伝わっているか

AEFX

指導内容中心

ADXY

指導方法中心
ABCX

保護者 ・教員 対象

は、HIJを 抜 く

自分 と生徒
との関係

自分の授業
の内容

特 に決 まって

い ない

どのようなことを

調査 しますか?

技術的なものですか?

意欲があるか
DFIJ

理解度を確認
ABDEX

自分で構成する

(Yで 項 目作成)

自分でユニット群

を構成 しますか?

多面的に調べる
ADEGX

どう自分を

評価 しているか
AIJX

興味関心を
もっているか

ADGIX

満足 しているか
AFGIX
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團 脚
授 業 ア ン ケ ー ト

年 組

このア ンケー トは、授業 をよ り良 い もの にす るため に、みな さん の意見 を聞 くも

のです。成績には関係あ りませ ん。次の質問 について、当ては ま る答 えを一 っ 、

ア イ ウ エ で回答 に記 入 して下 さい。感想の欄 も自由 に書いて くだ さい。

ユニ

ッ ト
視 点 質 問 ア イ ウ エ

回
答

A (1}説 明 の 先生の説明は分かりやすい ア分かりやすい イどちらかといえば分か りやすい
蝿

仕方 ですか ウどちらかといえば分か りにくい 工分か りに くい

指
導 (2)板 書 の 黒板に書いた内容は整理 ア整理されている イだいたい整理されている

方 ※ 仕方 されていますか ウあまり整理されていない 工整理されていない

法
(3)話 し方 先生の話 し方は聞き取 り ア聞き取 りやすい イどちらかといえば聞き取 りやすい

1
やすいですか ウどちらかといえば聞き取 りにくい 工聞き取 りにくい

(4}発 問 質問の意味は分かり ア分かりやすい イどちらかといえば分か りやすい

やすいですか ウどちらかといえば分か りにくい 工分か りに くい

蝿
B (1)時 間 の ノー トを取る時間や練習 ア十分ある イどちらかといえばある

与え方 する時間は十分ですか ウあまり十分ではない エない

指

導 考える時間は十分に アある イどちらかといえばある

方 あ りますか ウどちらかといえばない エない

法
授業の始まりと終わりの ア守 られている イだいたい守られている

2
時間は守られていますか ウあまり守 られていない 工守られていない

(2)授 業 の 授業の進め方は分か り ア分かりやすい イどちらかといえば分か りやすい

流れ やすいですか ウどちらかといえば分かりにくい 工分か りにくい

蝿
C {1)生 徒 主 体 自分で考えながら学習する アそうである イどちらかといえばそうである

授業で したか ウどちらかといえばそうではない エそうではない

指
導 (2)教 材 の 配られた資料などは役に ア役に立った イだいたい役に立った

方 提示 立ちましたか ウあまり役に立たなかった 工役に立たなかった

法
(3)視 聴覚 ビデ オ ・ス ラ イ ド ・写 真 な どが アそうである イどちらかといえばそうである

3
教材 効果的に利用されていましたか ウどちらかといえばそうではない エそうではない

(4)予 習 ・ 予習 ・復習をするところや仕方 ア教えてくれた イだいたい教えて くれた

復習 を教えて くれましたか ウあまり教えてくれなかった 工教えて くれなかった

蝿
D (1)進 度 授業の進む速さはどうでしたか アちょうど良かった イまあまあ良かった

ウあまり良くなかった 工良 くなかった

内
(2}難 易 度 授業内容の程度はどうでしたか ア分かりやすかった イどちらかといえば分か りやすかった

容 ウどちらかといえば分かりにくかった 工分かりにくかった

{3)興 味 関 心 興味や関心のもてる内容の授業 アそうである イどちらかといえばそうである

で したか ウどちらかといえばそうではない エそうではない

(4)学 習 の 授業の目標はわか りましたか ア分かった イどちらかといえば分かった

目標 ウどちらかといえば分からなかった 工分からなかった
蝿

E (1)熱 意 先生は熱心に教えて ア熱心だった イどちらかといえば熱心だった

くれましたか ウどちらかといえば熱心でなかった 工熱心でなかった

取
り (2)準 備 先生は授業の準備を十分に ア していると思う イどちらかといえばしていると思 う

組 していますか ウどちらかといえばしていないと思 う エ していないと思 う

み

方
(3)対 応 生徒一人一人に合わせて説明を

してくれますか

アして くれる イどちらかといえばしてくれる

ウどちらかといえばしてくれない エしてくれない

(4)生 徒 の 生徒が自分の考えや意見を十分 アそうである イどちらかといえばそうである

活用 に言える授業ですか ウどちらかといえばそうではない エそうではない
蝿

【注】※印の項 目など、「体育」等の科目では使用 しないものがある。
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瀦 潔
ユニ

ッ ト
視 点 質 問 ア イ ウ エ

回

答
蝿

蝿

零

蝿

翼

蝿

蝿

蝿

F

生

徒
へ

の

接
し
方

(1)公 平 先生は生徒一人一人に公平に

接していますか

ア公平である イどちらかといえば公平である

ウどちらかといえば公平でない 工公平でない

(2)意 見 先生は生徒の考えや意見を大切

にして くれますか

ア大切にしている イどちらかといえば大切にしている

ウどちらかといえば大切にしていない 工大切にしていない

(3)連 帯 感 生徒が共に学び、教え合うよう

な授業ですか

アそうである イどちらかといえばそうである

ウどちらかといえばそうではない エそうではない

㈲ 支援 先生は生徒を励ましてくれ

ますか

アして くれる イどちらかといえば して くれる

ウどちらかといえばして くれない エして くれない

G

満

足

度

{1)楽 し さ 授業は楽 しかったですか ア楽 しかった イどちらかといえば楽しかった

ウどちらかといえば楽しくなかった 工楽 しくなかった

② 好奇心 知 りたいことが分かる授業

で したか

アそうである イどちらかといえばそうである

ウどちらかといえばそうではない エそうではない

(3)役 に 立 つ この授業はあなた自身の役に

立つと思いますか

ア役に立つ イどちらかといえば役に立つ

ウどちらかといえば役に立たない 工役に立たない

(4)期 待 やる気がおこる授業でしたか アそうである イどちらかといえばそうである

ウどちらかといえばそうではない エそうではない

H

成
績
評
価

(1)評 価 方法 何をもとに成績をつけているか

説明 して くれましたか

ア説明 して くれた イだいたい説明してくれた

ウやや説明不足である 工説明不足である

(2)評 価 基準 評価の段階の基準は

知っていますか

ア知っている イだいたい知っている

ウあまり知らない 工知らない

1

自
己
評
価

1

(1)参 加 積極的に参加しましたか ア参加した イどちらかといえば参加した

ウどちらかといえば参加 しなかった 工参加しなかった

(2)予 習 ・

復 習

予習 ・復習はしましたか アした イどちらかといえばした

ウどちらかといえぼしなかった エしなかった

(3)授 業 態度 おしゃべ りなどをしないで

まじめに授業を受けましたか

ア受けた イどちらかといえば受けた

ウどちらかといえば受けなかった 工受けなかった

J

自
己
評
価

2

{1)聴 取 先生の話をよく聞きましたか ア聞いた イどちらかといえば聞いた

ウどちらかといえば聞かなかった 工聞かなかった

(2}記 録

※

ノー トをきちんととりましたか アとった イどちらかといえばとった

ウどちらかといえばとらなかった エ とらなかった

(3)思 考 授業中の課題や問題について

考えることができましたか

アできた イどちらかといえばできた

ウどちらかといえばできなかった エできなかった

X

自
由
記
述

1

完全自由記述 授業についてあなたの感想が
あれば書いてください

Y

自
由
記
述

2

項目設定型
自由記述

次の項 目についてあなたの感想 ・要望を書いてください

【注 】H.1.Jの 項 目は 、保 護 者 や教 員対 象 の ア ン ケ ー トに は用 い な い 。
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(3)「 生徒 に よる授業評価」の 実施状況 と考察
　

生徒 に よる授 業評価 を教 員研 究員の所 属校12校16学 級 で実施 し、実施状況 につ いての調 査

を行 った。以 下はその報告 と考察である。

ア 実施 の状 況 について

作成 に要 した時間は5分 程度、実施時間は5～10分 であった。短 時間で行 え、生徒 に負

担 の少 ない もの となった。集計時間は15～30分 で生徒 数や 自由記述 の処理 の仕 方で異 な っ

た。評価 票の作 成 に関す る感想で は、「ユ ニ ッ ト選択の手引 きか ら多岐 にわ たる調 査が 可

能」 が多 く見 られた。 自分の 目的 に合った授 業評価 票が簡単 に切 り貼 りで作 れる とい った

利便性 を裏 付けた結果 となった。 また準備 に手間がかか らないこ とも評価 された。

集計 に関 しては、「中間がない回答方法 なので生徒の意見がはっ き りして よい」 「集計 用

紙 が グラフ形式 になってい るので、結果が視覚的で、比較 的見 やす い」 「集計 結果 に よ り

ク ラス全体 の様子が分か りやすい」 とい った感想 とともに、「集計 用紙 か らは生徒 一 人一

人の様子 がつかみ に くい」 とい った指摘 もあ った。 この点については記 名 させて 回収 し、

生徒 個々の回答用紙 を参照す る方法が考 え られ る。

イ 調査 の分析結果か らの考察

実 施教員 か らの感想 として 「生徒 との コ ミュニケー シ ョンが深 まる一つの きっかけ にな

る可 能性 があ る。生徒か ら率直 な意見が 出され る」 「自分 の生徒 に接 す る態 度が 肯定 的 に

評価 された ことは、正直言 って うれ しく、生徒た ちによ り分か る授業 を、 とい う意欲 が わ

いた きた」 など、肯定的 な意見が多 く寄せ られた。生徒 か らの評価 を受け る機会が今 まで

ほ とん どな く、実施 してみ る と思 った以上 に役 に立つ と受け止め られた ようだ。

授業評価 の実施 は、生徒 に とって次の ような利点があ ると考え られ る。

・教員 に直接授業 につ いての意見 を伝 えることがで きる
。

・教員 が 自分の授業 を改善 しようと してい る姿 を見 ることで信頼感 と期待感が もてる。

・自分の学習状況 につ いて振 り返 る機会 となる。

また、教 員 にとって は次の ような利点が上げ られ る。

・生徒 か らの直接 的 な意見 を聞 き、授業改善に生かせ る。

・生徒 の学習実態 を知 ることがで きる。

・生徒 との信頼関係 を深め ることがで きる。

さらに、高知県等での実践事例か ら、「生徒 による授業評価」 を学校 と して実 施 した場

合 、次 の ような成果が上が ることが期待で きる。

・授業 改善のための校内研 修の効果的 な資料 とな る。

・複 数の教員がい くつかの学級で実施 し、比較検 討する ことで生徒 理解の深化 につ な

がる。

・一 人一人の生徒 の意見 を大切 にす る学校 の姿 勢や開かれた学校 づ くりを推進す る意

欲 を学校内外 に示す ことがで きる。

今後 は、「生徒 に よる授業評価」 の普及 に努め たい。

一21一



3シ ラバスの作成 と公開

(1)!7ラ バスの作成 と公開の意義

シラバ スは、学年 ない し学期 中の授業 の計画や内容の概略 を示 した もので、 ここで は指

導 計画 とほぼ同義である。各学校 の教育 目標や生徒の実態 を視野 に入れ、各単元の学 習 内

容 や要点、提 出物 、小 テス トな どの指示 を指導計画 と して示 した ものであ る。

シ ラバ スを学期 の初 めな どに生徒へ配布す ることは、生徒 への情報公開 と説明責任(ア

カ ウンタビリテ ィ)の 観 点か らも、また、生徒 による授業評価 を授 業の改善 に役立 たせ る

ために も必 要 なことである。

(2)シ ラバスの作成例

数学12次 関数1学 期

時期

4月

5月

問

査

中

考

6月

末

査

期

考

学 習 の 内 容

物 を投 げた ときの曲線(放 物線)は

どんな形か調べ よう

曲線 の特徴 を調 べ よう

方眼紙の上 に曲線 をかいてみ よう

放物線 を式で表そ う

投げ上げ られた ボール はどこまで高 く

上が るの だろうか

投 げ た ボ ー ル は どこ に落 ち るの

だ ろ うか

投 げたボールが届 くの は どの範囲

だろ うか

学 習 項 目

(教 科 書)

2

次

関

数

と

グ

ラ

フ

2

次

関

数

の

値

の

変

化

関 数 の 意 味 と

そ の グ ラ フ

(P.2～3)

y=ax2の グ ラ フ

の 平 行 移 動

(p.4～12)

2次 関 数 の

グ ラ フ

(p.13～19)

2次 関数 の

最 大 値 ・最 小 値

(p.20～28)

2次 関数 の グ ラ フ

と2次 方 程 式

(p.30～42)

2次 関 数 の グ ラ フ

と2次 不 等 式

(p.43～54)

テ ス ト ・提 出物

小 テ ス ト

レポ ー ト提 出

ノー ト提 出

小 テ ス ト

レポ ー ト提 出

臨
蛙 器

ノー ト提 出

生 徒 に よる授 業 評 価 を授 業 改 善 に役 立 て るた め に は 、 まず 、授 業 の 目標 を 明確 に し、 シ

ラバ ス を作 成 し、生 徒 に配 布 してお き、 学 習 指 導 の ふ し目で 、評 価 の対 象 を 明確 に して 、

生 徒 に よる授 業 評 価 を行 う。 そ の と き、 生 徒 に よる授 業評 価 の 目的 と、その結 果 の扱 い 方 、

生 徒 へ の フ ィー ドバ ッ クの 仕方 を 、生 徒 に明 確 に示 し、 生徒 へ の フ ィー ドバ ッ ク は 、生 徒

に よる授 業 評 価 の集 計 表 を生 徒 に見 せ る な ど して 、 迅 速 に行 う よ うに す る 。

また 、 日頃 か ら生 徒 との信 頼 関係 を大 切 に しなが ら、 生徒 に評 価 力 を身 に付 け させ る こ

と も必 要 で あ る 。項 目設定 型 の 自由記 述 欄 を利 用 す れ ば 、学 習 内 容 に関 わ る 生徒 に よ る 授
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業評価 も行 うことがで きる。

その ように して、生徒 による授 業評価か ら得 られた フィー ドバ ック情 報 と、教師 自身 が

得 た授業 評価情報 を基 に、授業の改善 を決定 し、次の シラバ ス を作 成 してい くので ある。

授業評価 については、一面的 にならない ように、生徒 による授 業評価 以外の複数 の方 法 を

併用 する とと もに、生徒 による授 業評価のデー タの蓄積 をはか り、分析 法 を確立す る こ と

が必要 であ る。

4授 業評価 とシラバスに よる教員の意識改革

授業評価 は、 よ りよい授業 を創造 してい くために、 フィー ドバ ック情 報 をどの よ うに して

収集 し、整 理 ・分析 して生か してい くか とい うプ ロセス全 体の ことであ る。それ は、授 業 の

指導 目標 に対す る生徒 の到達度や変容の度合い を知るため に行 い、その結果 によって指 導 法

の工 夫 ・改 善 を し、 さらに、よ り生徒の実態 に沿った指導 目標 の設定 を図 ることが 目的で あ

る。

授業評価 に よ り授 業 を改善す るため には、 まず授 業の指導 目標 や内容 、教材やそ の配列 、

説 明や発 問な どの教師の働 きかけ と生徒の反応 ・思 考活動な どを検 討 し、明 らかに した上で、

授業 の指導 計画(指 導 案)を 作 成す ることが重 要である。指導 案は授業 の仮 説であ り、授 業

評価 は、指 導案の内容 が実際の授 業で どの ような働 きを しているか を分析 するための資料 で

ある と言 われ る。授業 の分析 結果 を基に、次の授業 を改 善 してい くのである。

その流 れは、

指導計 画(指 導案)作 成→授 業実践→授業評価→分析→授業改 善 と な る 。

生徒 に よる授業評価 を取 り入れる ことに よ り、生徒 の意見が授業 の改善 に生 か され る と、

生徒 の学習 意欲 が高 ま り、教員 と生徒 の人間関係 も深 め られる とともに、 どんなベテ ラ ンの

教師で も、 自分の授業 の改 善点に気づ くな ど、教師 の意識改革が 図 られ、学校全体 の活性 化

が促進 される と考え られる。学校 がこの ような姿勢 を持つ こ とは、開かれた学校づ くりへ の

努力 を内外 に提示す るこ とにな り、大 きな効果が期待で きる。

今後の課題 としては、当面 は、実施教員が個人的 に結果 を利用す るの を原則 とし、学 期 末

等での実施 を想定 しているので、特定 の時期 に多 くの教員が実施す ることが考 え られる。 そ

の際 、特定 の学級 にい くつ ものア ンケー トが集 中 しない ような配慮が必要であ る。 また、生

徒 による授業評価 を、教員個人 の 自主的 な取 り組みか ら、教科全体 また は学校全体 の取 り組

み として実施す る場合の具体的 な活用 につ いては、さ らに研究 を進め る必要が ある。

生徒 による授業評価 を生徒 に開かれた学校づ くりに、真 に生かす ため には、生徒 に よる授

業評価の結果 を、授業や シラバ スの改善 に役立 てるこ とが必要であ り、その ための方法 を確

立す るこ とも課題 であ る。
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Vま とめと今後の課題

現在 の都立高校 を 「開かれた学校」 とす るための学校 運営 の在 り方 を検討す る に当た り、 ま

ず学校 自身が もつ力 を生徒 や保護者 、地域の人 々に対 して向ける ことに よ り、都立高校 は大 き

く開かれた姿 となる と考 えた。そのため には一人一人の教員 が、授業 や研修 、地域 の活動等 に

対す る従来 の考え方 や意識 を改革す る とともに、積極的かつ継続 的 に学校改革 に取 り組め る新

しい学校組織 を作 る ことが必要である。このこ とは、教員一人一人が常 に教 育活動の原点 で あ

る授業 の在 り方及び内容 に課題意識 をもつこ とであ り、 さらによ り良い教 育活動が展開で きる

学 校組織 を目指す学校運営 に参画する ことで実現 され る と考 えた。

「H教 員相互 が開 き合 う学校づ くりを推進 する学校運営の工夫」では、教員が授業公 開 を中

心 と した校内研修 を通 して意識 を改革 し、保護者や地域の人 々に対 して、学校の教育活動 を公

開 してい くようになるための校内組織 の改革 と授業公 開の推進のための プロセス につ いて研 究

した。「研修部」 を新設 し、教員 の授業公開 に対する意識調査 を基 に、研 修部 が各 分 掌 と連携

を取 りなが ら段 階的 に授 業の公開及び校 内研修 の充実 と定着 を進め る組織 の具体案 を示 した。

「III中学校 と連携 し、地域の人々に開かれた学校づ くりを推進 す る学校運営の工夫」 では、

従来の学校 公開 と異 な り、教員が積極 的に出向いて行 くことで、地域社会 に向け て開かれた学

校 とするための研 究 を行 った。訪問授業 として中学校 に赴 き、中学生やその保護者 あるい は地

域 の人々が、模擬授 業 を通 して都立高校 の教育活動 を体験す る機会 を設定 した。参加者 か らの

ア ンケー トによる意見 を集約 し、 よ り能動 的な授業公 開の在 り方 について考察 した。

「IV生 徒 に開 かれ た学校 づ くりを推進 する学校運営の工夫」では、生徒 に向け て開かれた学

校 とするための学校改革 をいか に行 うかに視点 を置い て研究 を行 った。生徒 か らの客観 的 な授

業評価 を得 られ るア ンケー ト形式の評価 票の内容研究及 び作成 を行い、広 く活用が 図 られ る よ

う、評価 票の作 成か ら集計 、分析 までの資料 をす ぐに利用で きる形で提 示 した。

本報告書 に示 した ような、身近な実践 であって も、一つ一つの積み重ね によって、各学 校 の

教員 が従 来の意識 を少 しずつ改革 し、学校改革 に積極的 に参画 して、開かれた学校づ く りを推

進す る学校運営 が各学校 において実現 されれば、都立高校全体 と して も広 く都民 に開かれた存

在 となる と考 える。

今後 の課題 としては、「学校運営連絡協 議会」等 における学校 評価 を どの ように教 員 の意識

改革 につなげるか、生徒 の学校 外における活動の単位認定対象の拡大 にともない 、生徒 の主体

的な学校外 の活動 と開かれた学校づ くりとを どの ように関連 させて推進す るか などが挙 げ られ

る。

おわ りに、本部会が着 目 した教員 の意識改革 は、あ くまで も一人一人の教員の 内部 でな され

る ものであ る。そのため には、それぞれの教員が 日々の教育活動 を振 り返 るとと もに、身近 な

人々の評価 に真摯 に耳 を傾け ることが必 要である。本研究 におけ る実践が契機 とな り、各 学校

での新 しい取組みが なされ るよう期待する とともに、今後 とも研 究 を継続 し、そ の具体 的成 果

を生徒 に還元 してい きたい と考 えている。
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